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～今月の表紙～

くにみももたん広場では
『七夕』にちなみ、笹飾り

を作って展示しています。
笹飾りには子どもたちの

「願いごと」が書かれた短
冊がたくさん。みなさん
の「願いごと」が叶いま
すように。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　阿津賀志山防塁は、文治 5 年（1189 年）に奥州藤原氏が源頼朝を迎え撃つため、阿津賀志山の中腹から 3.2km にわたっ
て築いた防御施設です。二重堀始点地区では、林道阿津賀志線下から東北自動車道沿いに至る長さ約 100m の急勾配に
防塁が構築され、林の中に防塁の遺構を明瞭に確認できます。
　この地区では、これまで段階的に史跡指定を進めてきましたが、今年の 6 月に史跡の一部が追加指定されました。今
号の「歴まちさんぽ」（P17）で、今回の追加指定の内容についてお伝えします。　

阿津賀志山防塁（二重掘始点地区）

『国見のたからもの』№ 50

　

定
期
点
検
に
先
立
ち
行
わ
れ

た
観
閲
式
で
は
、
藤
田
商
店
街

に
整
列
し
た
消
防
団
員
を
前

に
、
統
監
の
太
田
久
雄
町
長
が

車
上
か
ら
観
閲
し
ま
し
た
。

　

会
場
を
県
北
中
学
校
校
庭
に

移
し
て
行
わ
れ
た
定
期
点
検
で

は
、
今
年
度
の
各
種
表
彰
が
行

わ
れ
た
後
、
通
常
点
検
、
機
械

器
具
点
検
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン

プ
操
法
な
ど
が
行
わ
れ
、
機
敏

な
動
き
で
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

村
上
信
夫
消
防
団
長
が
「
よ

り
一
層
の
予
防
消
防
を
図
る
と

と
も
に
、
団
員
が
一
致
団
結
し

て
各
種
災
害
防
止
に
努
め
て
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
参

加
者
は
防
災
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

定
期
点
検
表
彰
受
賞
者

（
敬
称
略
）

【
福
島
県
消
防
表
彰
】

▼
精
勤
章
＝
野
村
道
夫

【
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
】

▼
精
績
章
＝
佐
藤
誠

▼
勤
続
章
＝
野
村
伸
一

【
福
島
県
消
防
協
会
定
例
表
彰
】

▼
功
績
章
＝
村
上
信
夫

▼
精
勤
章
＝
実
沢
喜
平
、
鈴
木

弘
之
、
佐
藤
武
、
齋
藤
幸
雄

▼
退
職
団
員
感
謝
状
＝
佐
藤
誠
、

寺
島
正
男
、
佐
久
間
清
市
、
安

藤
四
郎
、
髙
野
正
喜

【
消
防
協
会
伊
達
支
部
定
例
表
彰
】

▼
功
績
章
＝
遠
藤
善
昭
、
鈴
木

和
幸

▼
精
勤
章
＝
佐
藤
徳
幸
、
実
沢

博
之
、
鈴
木
孝
治
、
尾
形
誠
、

菊
地
太
、
吉
田
長
一
、
佐
藤
敏
信
、

徳
江
勇
二
、
岩
城
学
、
村
上
智
義
、

高
橋
直
樹
、
鈴
木
裕
一

▼
退
職
団
長
感
謝
状
表
彰
＝
佐

藤
誠

▼
親
子
等
消
防
表
彰
＝
渡
辺
輝

泰
、
渡
辺
翔

【
国
見
町
長
、
消
防
団
長
表
彰
】

▼
退
職
団
員
感
謝
状
＝
佐
藤
誠
、

寺
島
正
男
、
佐
久
間
清
市
、
安

藤
四
郎
、
髙
野
正
喜
、
大
沼
啓
助
、

遠
藤
和
彦
、
佐
藤
仁

【
国
見
町
消
防
団
長
表
彰
】

▼
優
良
消
防
団
員
＝
遠
藤
正
彦
、

古
山
和
也
、
髙
橋
慎
一
、
渡
邊

茂
明
、
高
野
朋
弘
、
後
藤
学
臣
、

舟
生
昌
紀
、
菅
野
宏
昭

地
域
を
守
る

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
。
私
た
ち
の
生
活
は
、

常
に
災
害
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。

国
見
町
消
防
団
で
は
、
災
害
か
ら
〝
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
〟

と
い
う
崇
高
な
使
命
感
の
も
と
、
日
頃
か
ら
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
成
果
を
披
露
す
る
「
国
見
町
消
防
団
定
期
点
検
」
が
6
月
24
日
、

県
北
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表彰を受ける野村教養分団長

～
国
見
町
消
防
団
定
期
点
検
～
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